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『二宮駅北口駅前広場
にオリーブ植樹』　　

（平成25年2月22日撮影）
　東日本旅客鉄道株式会社横浜支社から、
オリーブなど111本が寄贈され、駅北口
駅前広場にオリーブを植樹しました。
※16ページに駅北口駅前広場関連記事

ホームページアドレス　http://www.town.ninomiya.kanagawa.jp/

●今月の紙面
人工リーフ（海岸保全施設）を整備します……②・③
町長とのふれあいトーク結果概要……………④・⑤
災害時の応援協定一覧…………………………⑥・⑦

町内小学校英語教育状況報告………………………⑧
健康長寿の町を目指して……………………………⑪
北口駅前車両交通規制変更…………………………⑯
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町
の
漁
業
は
、
相
模
湾
と
い

う
好
漁
場
を
目
先
に
し
て
、
古

く
か
ら
地
引
網
、
定
置
網
、
一

本
釣
、
刺
網
な
ど
の
漁
業
が
営

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
漁
港
が
未
完
成
の

た
め
、
町
の
主
力
漁
業
で
あ
る

定
置
網
の
大
型
漁
船
は
、
10
㎞

ほ
ど
離
れ
た
小
田
原
漁
港
に
停

泊
・
水
揚
げ
し
て
い
ま
す
。

　

漁
業
者
の
厳
し
い
労
働
条
件

を
改
善
す
る
た
め
、
二
宮
漁
港

は
昭
和
63
年
に
第
１
種
漁
港
の

指
定
を
受
け
、
平
成
元
年
に
工

事
着
手
、
９
年
か
け
て
現
在
の

形
ま
で
整
備
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
平
成
13
年

の
定
置
網
倒
壊
や
、
平
成
19
年

の
台
風
、
海
岸
の
侵
食
問
題
深

刻
化
な
ど
、
自
然
的
要
因
に
阻

ま
れ
、
完
成
を
見
な
い
ま
ま
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

二
宮
漁
港
海
岸
背
後
地
（
駐

車
場
や
住
宅
地
な
ど
）
へ
の
高

波
に
よ
る
被
害
は
甚
大
で
、
越

波
被
害
や
大
量
の
漂
流
物
な
ど
、

漁
業
以
外
に
も
支
障
を
き
た
し

て
い
ま
す
。

平成19年台風時の被害

～町の情報をメールでお知らせ～
湘南生活安全情報を配信しています

高
波
か
ら
梅
沢
海
岸
の
背
後
地
を
守
る
た
め
に

〜
人
工
リ
ー
フ
（
海
岸
保
全
施
設
）
を
整
備
し
ま
す
〜

漁
業
の
現
状

漁
港
整
備
の
経
緯

高
波
の
被
害

高
波
か
ら
梅
沢
海
岸
の
背
後
地
を
守
る
た
め
に

　
平
成
19
年
の
台
風
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
西
湘
バ
イ
パ
ス
の
災
害

本
復
旧
工
事
が
、
平
成
24
年
３
月
に
完
了
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
不
要
と
な
っ
た
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
を
再
利
用
し
て
、

二
宮
漁
港
海
岸（
梅
沢
海
岸
）の
背
後
地
を
防
護
す
る
人
工
リ
ー
フ

（
海
岸
保
全
施
設
）を
整
備
し
ま
す
。

定置網漁のようす

　

ま
た
、
地
引
網
や
刺
網
な
ど

の
小
型
漁
船
も
、
出
漁
日
数
が

制
限
さ
れ
る
な
ど
厳
し
い
労
働

条
件
の
も
と
で
の
漁
業
活
動
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
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こ
う
し
た
背
後
地
の
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
中
日
本
高
速

道
路
㈱
の
協
力
を
得
て
、
西
湘

バ
イ
パ
ス
の
災
害
本
復
旧
工
事

で
使
用
し
て
い
た
消
波
ブ
ロ
ッ

ク
を
再
利
用
し
、
人
工
リ
ー
フ

を
整
備
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
背
後
地
に
住

む
方
々
の
生
命
と
財
産
を
守
り

ま
す
。

　

ま
た
、
人
工
リ
ー
フ
に
は
、

背
後
地
や
船
舶
・
漁
業
施
設
を

守
る
だ
け
で
な
く
、
漁
礁
と
し

て
の
機
能
に
も
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

当
初
、
二
宮
漁
港
海
岸
（
梅

沢
海
岸
）
の
堤
防
が
無
い
区
間

２
０
０
ｍ
す
べ
て
を
防
護
す
る

た
め
に
必
要
な
、
長
さ
１
０
０

ｍ
の
人
工
リ
ー
フ
整
備
を
計
画

し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
10
月
５
日
に
は
、

地
域
住
民
や
漁
業
者
、
隣
接
海

岸
管
理
者
な
ど
の
意
見
を
聞
く

た
め
、
懇
話
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

懇
話
会
で
は
、
背
後
地
を
守

る
人
工
リ
ー
フ
の
必
要
性
に
つ

い
て
理
解
は
得
ら
れ
ま
し
た
が
、

地
引
網
の
存
続
を
望
む
意
見
が

多
く
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
で
き
る
限
り
背

後
地
を
守
り
つ
つ
、
地
引
網
な

ど
漁
業
と
の
調
和
を
図
れ
る
よ

う
、
長
さ
を
70
ｍ
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

※�

懇
話
会
の
詳
細
は
、
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
人
工
リ
ー
フ
が
周
辺

海
岸
へ
及
ぼ
す
影
響
な
ど
に
つ

い
て
も
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
人
工
リ
ー
フ
以
外
に

も
消
波
ブ
ロ
ッ
ク
を
再
利
用
し

た
漁
業
振
興
策
と
し
て
、
梅
沢

海
岸
と
袖
が
浦
海
岸
の
中
間
地

点
の
沖
合
約
３
０
０
ｍ
付
近
に
、

刺
網
漁
な
ど
の
漁
獲
高
向
上
を

期
待
し
た
人
工
漁
礁
（
魚
の
す

み
か
）
を
設
置
し
ま
す
。

　

人
工
リ
ー
フ
・
人
工
漁
礁
と

も
に
、
整
備
完
了
時
期
は
平
成

25
年
内
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

経
済
課
産
業
振
興
班

人工リーフ整備イメージ

アスファルトマット

海岸線からの距離
50.0m

沖

海面

22.00m

消波ブロック
16ｔ型（654個）
消波ブロック
16ｔ型（654個）

アスファルトマット

海岸線からの距離
50.0m

海岸線からの距離
50.0m

美浜橋

梅沢川

人工リーフ
70.0m

22.0m
突堤からの距離
60.0m

突堤からの距離
60.0m

消波ブロック（16ｔ）

美浜橋

梅沢川

西湘バイパス

人工リーフ
70.0m

22.0m

人工リーフ設置箇所イメージ

西湘バイパス

消波ブロック（16ｔ）

N

　計算では、高波時の波の高さが、整備前よりも
最大で３割程度軽減することが見込まれています。

高
波
へ
の
対
策

人
工
リ
ー
フ
整
備
に
向
け
て

人
工
リ
ー
フ
整
備
後

『人工リーフ』ってナニ??
　人工リーフとは、自然のサンゴ礁
をまねた構造物で、海岸付近に沈め
幅広い浅瀬を作る海岸保全施設です。
　波は、水深が浅くなると砕けてそ
の勢いを失う性質があり、人工リー
フによって波が砂浜に到達する前に
沖合で弱められます。
　それにより、背後地を高潮・高波
から防護し、海岸侵食の防止・軽減
および海浜の安定化が図れます。
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ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
終
了
後
に

提
出
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
は
、
「
よ
か
っ
た
」

「
ま
あ
よ
か
っ
た
」
の
回
答
が

多
く
、
「
町
長
か
ら
直
に
話
が

聞
け
て
良
か
っ
た
」
「
分
か
り

や
す
い
説
明
だ
っ
た
」
な
ど
の

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
で
は
、
ま

ず
、
町
長
か
ら
「
町
の
現
状
」

や
「
町
の
施
策
」
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

◆
オ
リ
ー
ブ
栽
培
の
普
及

　

オ
リ
ー
ブ
は
、
農
家
の
皆
さ

ん
が
困
っ
て
い
る
鳥
獣
被
害
に

あ
わ
ず
、
ま
た
、
５
〜
６
年
で

収
穫
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、

耕
作
放
棄
地
に
植
え
て
産
業
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
近
隣
自
治
体

に
も
声
を
掛
け
て
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
な
ど
を
湘
南
の
ブ
ラ
ン
ド

に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆�

町
道
27
号
線
の
時
間
帯
一
方

通
行
の
解
除
と
駅
前
広
場

　

４
月
１
日
か
ら
、
二
宮
小
学

校
下
の
道
の
一
方
通
行
が
解
除

さ
れ
、
駅
北
口
駅
前
広
場
周
辺

の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
駅
前
広
場
を
暫
定
的

に
整
備
し
て
、
電
車
や
バ
ス
の

利
便
性
の
向
上
や
歩
行
者
の
安

全
を
確
保
し
ま
す
。
工
事
中
お

よ
び
４
月
１
日
か
ら
は
駅
前
広

場
に
一
般
車
両
は
入
れ
な
く
な

り
ま
す
。

◆
東
京
大
学
果
樹
園
跡
地

　

活
用
方
法
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
、
委

員
会
を
立
ち
上
げ
て
検
討
を
始

め
て
い
ま
す
。
お
お
む
ね
５
年

間
は
暫
定
的
に
利
用
し
、
そ
の

後
、
本
格
的
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

　

約
１
２
，
０
０
０
坪
の
広
大

な
土
地
な
の
で
、
皆
さ
ん
が
有

効
に
活
用
で
き
る
よ
う
慎
重
に

検
討
し
て
い
ま
す
。

◆
ふ
た
み
記
念
館

　

多
く
の
人
に
《
二
宮
出
身
の

異
才
の
洋
画
家
》
二
見
利
節
の

作
品
を
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
、

社
会
福
祉
協
議
会
へ
招
待
券
を

配
布
し
ま
し
た
。

　

二
見
画
伯
の
作
品
は
、
多
く

の
人
の
手
に
渡
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ふ
た
み
記
念
館
の
設
立
に

よ
り
町
へ
寄
付
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
貴
重
な
作
品
が
多
く
集

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　

利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、

路
線
な
ど
の
見
直
し
や
新
た
な

公
共
交
通
の
導
入
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
ま
す
。

よかった
39％

よくなかった
0％

無回答
15％

あまりよくなかった
4％

まあよかった
42％

『二宮を愛し、二宮に生きた画家 二見利節』
作品をふたみ記念館でご覧ください

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

町
長
か
ら
の
話

　
平
成
19
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
も
６
年
目
に

な
り
ま
す
。
今
回
は
、
各
地
区
13
か
所
、
計
３
８
１
名
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
地
区
で
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
の
ほ
か
、
若
者
（
高
校
生

か
ら
29
歳
ま
で
）
や
、
新
た
に
中
学
生
（
２
校
の
全
校
生
徒
）
と
も
、

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

町
長
が
直
接
話
し
、
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
し
ま
し
た
！

　

町
長
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

参加者アンケート結果
「町長とのふれあいトーク」について
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皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
要
望
や

意
見
、
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

町
の
Ｐ
Ｒ
と
人
口
減
少

　

住
み
や
す
く
、
環
境
も
良
い

で
す
。
通
勤
で
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し

て
も
座
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
っ
と
住
み
や
す
い
町
だ
と

い
う
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

町
長　

菜
の
花
の
時
期
に
は
、

多
く
の
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
少
し
ず
つ
で
す
が

町
の
存
在
感
が
出
て
き
た
と
思

い
ま
す
。

　

日
本
の
人
口
が
減
少
過
程
に

入
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
な
か

で
、
二
宮
町
だ
け
の
人
口
を
増

や
す
こ
と
は
至
難
の
業
で
す
。

財
政
も
豊
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
知
恵
を
出
し
て
小
さ
く
て

も
自
立
で
き
る
町
に
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

建
物
の
高
さ
制
限
を
設
け
て
、

20
ｍ
を
越
え
る
建
物
は
建
た
な

い
よ
う
規
制
し
ま
し
た
。

　

町
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
建
物

を
建
て
て
人
口
を
増
や
す
の
は
、

住
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て
も
良

い
こ
と
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

　

町
の
Ｐ
Ｒ
に
も
力
を
入
れ
て

い
く
と
同
時
に
、
子
育
て
し
や

す
い
町
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線

　

防
災
行
政
無
線
が
あ
ま
り
聞

こ
え
ま
せ
ん
。
何
か
対
策
を
立

て
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

町
長　

通
常
の
放
送
は
、
音
量

を
絞
っ
て
い
ま
す
。
緊
急
時
は

最
大
音
量
で
放
送
し
ま
す
。

　

聞
き
づ
ら
い
場
所
は
、
担
当

部
署
が
調
査
に
行
き
ま
す
が
、

緊
急
地
震
速
報
な
ど
の
時
間
的

余
裕
が
無
い
場
合
、
国
な
ど
か

ら
自
動
的
に
サ
イ
レ
ン
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
交
互
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

ご
み
処
理
に
つ
い
て

　

将
来
、
ご
み
処
理
は
ど
う
し

て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

副
町
長　

二
宮
町
単
独
で
、
ご

み
処
理
を
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
た
め
、
平
塚
市
と
大
磯
町

と
の
広
域
処
理
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

平
塚
市
は
、
焼
却
な
ど
を
受

け
持
ち
、
大
磯
町
で
は
生
ご
み

の
資
源
化
と
平
塚
市
の
し
尿
処

理
を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

二
宮
町
は
、
剪せ

ん

定て
い

枝
の
処
理

や
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
受
け
持
ち
ま
す
。

　

剪
定
枝
資
源
化
施
設
は
、
工

業
団
地
の
中
に
用
地
を
確
保
し

て
あ
り
、
平
成
25
年
度
に
着
手

し
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
稼
働

す
る
予
定
で
す
。

い
じ
め
問
題

　

い
じ
め
は
あ
り
ま
す
か
。
ま

た
、
教
育
委
員
会
は
ど
の
よ
う

な
対
応
を
し
て
い
ま
す
か
。

教
育
長　

小
さ
な
い
じ
め
は
、

ど
こ
の
学
校
に
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
悪
口
を
言
っ
た
り
、
つ

つ
い
た
り
、
喧
嘩
を
す
る
な
ど

は
あ
り
ま
す
が
、
早
い
段
階
で

解
決
に
努
め
て
い
る
た
め
、
二

宮
町
に
大
き
な
い
じ
め
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

学
校
で
は
、
常
日
ご
ろ
か
ら

「
ど
う
し
た
の
？
」「
元
気
？
」

な
ど
、
呼
び
掛
け
を
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
状
況
を
つ

か
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
員
に
は
、
説
諭
と

愛
情
に
よ
り
子
ど
も
た
ち
に
接

す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
で
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー

ク
の
ほ
か
、
若
者
か
ら
も
多
く

の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

若
者
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

・�

人
口
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に

は
、
計
画
や
目
標
を
定
め
る

必
要
が
あ
る
。

・�

駅
前
が
魅
力
的
で
あ
れ
ば
、

住
む
人
も
増
え
る
と
思
う
。

中
学
生
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

・�

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

や
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
を
つ
く
る
。

・�

吾
妻
山
頂
上
で
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
。

・�

吾
妻
山
に
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
や

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
設
置
す
る
。

平
成
25
年
度
も
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

企
画
財
政
課
広
報
統
計
班

意

見

交

換

若
者
か
ら
の
意
見

坂本町長

宮戸副町長

内海教育長
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災
害
時
の
応
援
協
定
一
覧

　
東
日
本
大
震
災
よ
り
約
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
改
め
て
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
全
国
で
発
生
し
た
自
然
災
害
を
教
訓
と
し
、
公
助
の
一
環
と
し
て
官

公
庁
・
民
間
企
業
と
災
害
時
の
応
援
協
定
を
結
び
、
防
災
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

●避難生活支援●
　皆さんが避難生活を送るのに必要な食料や飲料水、生活必需品、燃料
を調達し、皆さんに配給できるよう、地元の大型店舗などと協定を結ん
でいます。
　また、避難所における傷病動物の保護・治療、飼料・物資の確保など
も考慮して、【神奈川県獣医師会中央支部】と協定も結んでいます。

協定締結先 協定内容
・生活協同組合コープかながわ
・マックスバリュ東海株式会社 食料、飲料水、生活必需品などの物資調達

・合同会社西友 食料、飲料水、生活必需品などの物資調達
※�会社変更のため、現在協定内容の見直し中です。

・株式会社クリエイト��エス・ディー おむつ、生理用品、粉ミルクなどの物資調達

・神奈川県企業庁 他の都県市水道事業体との応急給水支
援活動など

・杉崎商業株式会社エッソ二宮Ｓ・Ｓ
・有限会社露木商会 ガソリン、灯油、軽油などの調達

・公益社団法人神奈川県LPガス協会 ＬＰガスや器具の調達
・社団法人
　神奈川県獣医師会中央支部

避難所での傷病動物の保護・治療、飼料・
物資の確保など

・二宮郵便局 郵政事業に関わる災害事務、援護対策、
情報収集(覚書)

●避難所・避難場所●
　公共施設などを一時的な避難場所と定めていますが、
そのほか町内幼稚園や保育園、社会福祉法人施設などと
協定を結んでいるため、下記施設へも一時的に避難する
ことができます。

協定締結先 協定内容
・県立二宮高等学校 広域避難所としての施設利用
・梅の木幼稚園
・育美幼稚園
・めぐみ幼稚園
・海の星幼稚園
・みどり幼稚園
・梅花保育園
・二宮保育園
・みちる愛児園

自然災害発生時、一時的な避
難場所としての園庭利用

・海の星幼稚園
・心泉学園

津波警報等発令時、一時的な
避難場所としての園庭利用

・社会福祉法人一燈会
・社会福祉法人大磯恒道会
・社会福祉法人寿考会
・特定非営利活動法人
　たすけあいワーカーズ大空

広域避難所での生活が困難
な避難者に対する避難所
(施設の状況に応じて、町が調
整し選定します)

●医療●
　傷病者が多数発生した場合、町内で
開業している【中郡医師会二宮班】の
医師や【平塚中郡薬剤師会二宮地区】
の薬剤師・災害時登録看護師がラディ
アンに集結し、中央応急救護所の開設、
トリアージ(傷病者の治療の優先順位
を決めること)や治療を行ないます。
　そのほか、中央応急救護所で治療が
難しい傷病者については、【東海大学

大磯病院】と協定
を結び、東海大学
大磯病院に搬送し
て治療をすること
となっています。

災
害
時
の
応
援
協
定
一
覧
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こ
の
ほ
か
、
遺
体
の
安
置
場
所

と
し
て
、【
株
式
会
社
原
香
栄
堂
】

と
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

棺
な
ど
の
葬
儀
用
品
の
手
配
に
は
、

【
神
奈
川
県
葬
祭
業
協
同
組
合
】

と
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
遺
体
の
身
元
確
認
作

業
へ
の
協
力
と
し
て
、【
平
塚
歯

科
医
師
会
二
宮
地
区
】
と
協
定
を

結
ぶ
予
定
で
す
。

　

町
で
は
、
皆
さ
ん
の
避
難
生
活

を
支
援
す
る
《
公
助
》
の
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
企
業
と
の
連
携
準
備

を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
《
公
助
》
が
皆
さ
ん

へ
行
き
渡
る
に
は
、
一
般
的
に
災

害
発
生
か
ら
３
日
か
か
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
３
日
間
を
乗
り
切
る
た
め

に
は
、
各
自
食
料
な
ど
を
蓄
え
る

《
自
助
》
や
、
地
区
で
助
け
合
う

《
共
助
》
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
な
災
害
に
備
え

て
家
の
耐
震
化
や
家
具
の
転
倒
防

止
を
進
め
、
ま
た
、
発
災
時
に
は

火
を
出
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

�

防
災
安
全
課
危
機
管
理
・
く

ら
し
安
全
班

●広報活動●
　防災行政無線による広報活動の
ほか、【湘南ケーブルネットワーク
株式会社】と協定を結んでおり、
発災前の予備情報や発災後の災害
情報、町や関係機関が講じた応急
対策情報などをメールでお知らせ
します。
　また、町内の被害情報をいち早
く収集するため、タクシーから被
害状況を収集することを目的とし
て【神奈川県タクシー協会相模支
部平塚支社】と協定を結ぶ予定で
す。

●官公庁との相互応援●
　近隣の市町村と、被害が甚大だった市町村へ物資の提供や職員を派遣するなど、相互に助け合う
協定を結んでいます。
　また、災害時の被害状況を相互に情報交換する協定も結んでいます。

協定締結先 協定内容

・神奈川県
・県内全市町村

○食料や飲料水、生活必需品の提供
○応急対策資機材や物資の提供
○避難、救援、応急復旧に必要な職員の派遣

個別
追加協定

・平塚市
・大磯町

○災害応急、復旧対策、被災者に対する住宅のあっせん
○児童生徒の受け入れ、ボランティア支援のあっせん
○り災者への支援物資配給などの共同対応

・小田原市 ヘリコプター臨時離着陸場の相互利用
・国土交通省関東地方整備局 一般・公共土木施設などの被害状況の情報交換
・県内26市町消防本部(消防組合含む) 消防隊、救急隊などの相互応援出動
・平塚市　・藤沢市　　・茅ヶ崎市
・秦野市　・伊勢原市　・寒川町
・大磯町　

○�町内在住の他市町職員の�
避難所への派遣

●応急復旧●
　道路や河川などの公共土木施設が破壊された場合を想定し、
速やかな応急復旧・復旧をはかるための協定を結んでいます。

協定締結先 協定内容

・二宮建設協力会 道路・河川などの公共土木施設
の災害応急工事

・二宮建設工業会
道路・河川などの公共土木施設
の災害応急工事、人命救助応急
仮設住宅の建設、被災住宅の応
急修理など

・西湘管工事業協同組合 上下水道施設などの応急復旧や
給水活動

・浄化設備株式会社
・株式会社大磯衛生社
・湘南興業有限会社

下水道施設の応急対策
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外
国
語
活
動
の
取
り
組
み

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
全
面
実

施
さ
れ
た
《
新
学
習
指
導
要

領
》
に
よ
り
、
小
学
校
５
・
６

年
生
は
週
１
回
［
外
国
語
活

動
］
の
授
業
時
間
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
い
ち
早
く
英
語

教
育
に
取
り
組
み
は
じ
め
、
平

成
14
年
度
か
ら
外
国
人
の
Ａ
Ｌ

Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
３

小
学
校
へ
派
遣
し
、
全
学
年
に

お
い
て
外
国
語
活
動
の
授
業
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
ふ
れ
あ
い

　

ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
［
外
国
語

活
動
］
の
時
間
だ
け
で
な
く
、

図
工
や
体
育
の
授
業
に
参
加
し

た
り
、
休
み
時
間
や
給
食
、
清

掃
活
動
の
と
き
も
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
過
ご
し
た
り
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
英
語
に
慣
れ
親

し
む
こ
と
で
、
言
語
や
文
化
を

体
験
し
て
理
解
を
深
め
、
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
ろ
う
と
い
う
態
度
を
育
て
て

い
ま
す
。

英
語
検
定
料
の
助
成

　

昨
年
度
、
文
部
科
学
省
は
、

国
際
共
通
語
と
し
て
の
英
語
力

向
上
の
た
め
、
中
学
校
卒
業
時

に
実
用
英
語
技
能
検
定
（
英

検
）
３
級
程
度
の
英
語
力
を
持

つ
こ
と
を
目
安
と
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
英
語

教
育
の
取
り
組
み
の
成
果
を
測

り
、
ま
た
、
さ
ら
な
る
英
語
の

学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
た
め

に
、
今
年
度
よ
り
中
学
３
年
生

全
員
の
検
定
料
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
が

急
速
に
進
展
す
る
な
か
、
国
際

共
通
語
と
し
て
の
英
語
力
は
子

ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
大
き
く

広
げ
る
重
要
な
要
素
で
す
。

　

英
語
教
育
の
環
境
整
備
が
、

子
ど
も
た
ち
が
社
会
に
出
る
際

の
礎
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
英
語

教
育
の
み
な
ら
ず
、
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な

教
育
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

教
育
総
務
課
指
導
班

教
職
員
の
研
修

　

児
童
・
生
徒
だ
け
で
な
く
、

指
導
す
る
教
職
員
の
知
識
・
技

術
の
向
上
も
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
各
小
学
校
に
外

国
人
講
師
を
招
き
、
全
教
職
員

が
研
修
を
受
け
た
り
、
小
学
校

と
中
学
校
の
教
職
員
が
外
国
語

活
動
と
英
語
科
の
授
業
を
お
互

い
に
参
観
し
た
り
、
英
語
教
育

の
あ
り
方
な
ど
を
研
究
し
ま
し

た
。

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
授
業

　

現
在
、
他
の
市
区
町
村
で
は
、

［
外
国
語
活
動
］
の
多
く
を
担

任
教
師
１
人
で
行
う
な
か
、
町

内
小
学
校
で
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
毎
週

２
〜
３
日
定
期
的
に
来
て
、
英

語
で
授
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の

英
語
に
た
く
さ
ん
触
れ
、
自
ら

英
語
を
使
っ
て
表
現
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　ＡＬＴによる
年間授業時数　

（平成23年度小学5・6年生）

県内１市町
あたりの平均 20.5時間

二宮町 37.3時間

ジェフ先生(二宮小・山西小)

マシュー先生(一色小)

ＡＬＴの[外国語活動]授業風景

｢おかえり｣｢ただいま｣などのあいさつは
地域づくりや防犯のためにも大切です。

　

町
内
小
学
校

英
語
教
育
状
況
報
告
　

町
内
の
小
学
校
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
『
英
語
教
育
』
の
実
情
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

英
語
教
育
状
況
報
告
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二
宮
町
は

長
野
県
高
山
村
と

交
流
し
て
い
ま
す

　

　

人
間
関
係
の
煩
わ
し
さ
か
ら
、

最
近
は
近
所
づ
き
あ
い
を
敬
遠

し
、
自
治
会
に
加
入
し
な
い
方

が
増
え
て
い
る
傾
向
に
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
ご
ろ
か
ら
近
所

の
方
と
顔
を
合
わ
せ
て
い
れ
ば
、

日
々
の
生
活
の
安
心
と
笑
顔
に

つ
な
が
り
、
ご
近
所
ト
ラ
ブ
ル

も
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

各
地
区
で
は
、
そ
こ
に
住
む

住
人
同
士
で
の
お
祭
り
や
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
親
睦
を
図
り
、

結
束
し
て
特
色
あ
る
地
区
に
な

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

「
防
犯
灯
が
消
え
て
い
る
」

「
道
路
が
陥
没
し
て
危
な
い
」

な
ど
、
生
活
す
る
中
で
の
心
配

事
や
課
題
・
要
望
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
地
区
長
は
そ
の
よ
う
な

住
民
の
声
を
ま
と
め
、
行
政
や

　

連
絡
協
議
会
で
は
、
地
域
活

動
活
性
化
の
た
め
、
３
つ
の
部

会
に
分
か
れ
て
自
主
的
な
研
究

を
し
ま
し
た
。

　

地
域
活
動
研
究
会

◎�

全
地
区
の
戸
数
格
差
に
着
目

し
て
、
地
域
間
の
格
差
解
消

に
向
け
た
「
地
区
統
合
お
よ

び
地
区
分
割
」
の
検
討
。

◎�

地
区
交
付
金
配
分
の
見
直
し
。

　

地
域
防
災
研
究
会

◎�

今
後
予
想
さ
れ
る
大
地
震
や

災
害
に
つ
い
て
、
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
「
自
助
」
に

つ
い
て
の
検
討
。

　

地
域
集
会
施
設
課
題
研
究
会

　

児
童
館
や
老
人
憩
い
の
家
に

つ
い
て

◎�

名
称
・
利
用
料
の
統
一
化
に

つ
い
て
の
検
討
。

◎�

管
理
経
費
負
担
の
見
直
し

◎�

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と

し
て
の
利
用
促
進
（
有
効
活

用
）
の
検
討
。

◎�
地
域
へ
の
移
管
の
検
討
。

　

町
で
は
、
地
区
長
連
絡
協
議

会
に
長
野
県
高
山
村
と
の
交
流

事
業
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
に
は
高
山
村
の
子
ど
も

た
ち
が
地
引
網
に
訪
れ
、
８
月

に
は
町
内
の
子
ど
も
た
ち
が
高

山
村
を
訪
問
し
「
信
州
高
山
ま

つ
り
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

人
的
交
流
の
ほ
か
、
11
月
の

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
は
特
産
品

販
売
、
学
校
給
食
の
リ
ン
ゴ
な

ど
、
経
済
交
流
も
進
ん
で
き
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
町
民
協
働
班

関
係
機
関
と
連
携
を
し
な
が
ら

課
題
解
決
に
向
け
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
み
ん
な
が
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
と
す
る

た
め
、
夜
間
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
や
防
災
訓
練
な
ど
も
自
主
的

に
展
開
し
て
い
ま
す
。

地区の自主防災訓練のようす

高山村での地域間交流事業

笑
顔
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

安
心
が
あ
る
ま
ち
づ
く
り

自
主
研
究
会
活
動

 
楽
し
い
地
域
ラ
イ
フ
を
作
る
！

地
区
長
連
絡
協
議
会

〜
地
域
の
安
全
・
安
心
・
笑
顔
を
守
る
〜

　
「
地
区
長
連
絡
協
議
会
」
は
町
内
全
20
地
区
の
代
表
者
（
地
区

長
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
組
織
で
、
各
地
区
の
課
題
や
成
功
例
な
ど

を
話
し
合
い
、
行
政
を
交
え
て
の
情
報
交
換
の
ほ
か
、
町
全
体
と
し

て
何
を
す
べ
き
か
自
主
的
に
研
究
す
る
活
動
も
し
て
い
ま
す
。

 
楽
し
い
地
域
ラ
イ
フ
を
作
る
！
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搬
送
者
の
傷
病
程
度

　

救
急
車
の
出
動
件
数
・
搬
送

人
員
数
は
、
町
だ
け
で
な
く
全

国
的
に
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
救
急
車
で
搬
送
さ

れ
た
人
の
半
数
弱
の
傷
病
程
度

は
、
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽

症
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
出
動
要
請

　

症
状
に
緊
急
性
が
な
く
て
も

次
の
よ
う
な
理
由
で
救
急
車
を

要
請
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
交
通
手
段
が
な
い

●�

ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば
良
い

か
分
か
ら
な
い

●
便
利
だ
か
ら

　

そ
の
ほ
か
、
日
中
は
仕
事
が

あ
る
な
ど
の
理
由
で
救
急
外
来

や
夜
間
受
診
す
る
人
も
い
ま
す
。

出
動
件
数
増
加
に
よ
る
問
題

　

町
に
は
、
現
在
２
台
の
救
急

車
が
配
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

平
成
24
年
中
に
２
台
と
も
出
動

し
て
し
ま
う
こ
と
が
１
５
８
回

も
あ
り
ま
し
た
。

　

救
急
車
や
救
急
医
療
は
「
限

り
あ
る
資
源
」
で
す
。

　

さ
ら
に
出
動
が
重
な
っ
た
場

合
、
近
隣
市
町
に
応
援
出
動
を

依
頼
し
ま
す
が
、
通
常
よ
り
時

間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

必
要
な
と
き
は
迷
わ
ず
要
請
！

　

救
急
車
の
出
動
件
数
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
活
用
に
制
限
を

設
け
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

重
大
な
病
気
や
け
が
・
激
し

い
頭
痛
・
胸
痛
な
ど
、
明
ら
か

に
普
段
と
異
な
る
症
状
が
あ
る

場
合
は
、
迷
わ
ず
に
救
急
車
を

要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

搬送者の傷病程度（平成23年中）
傷病程度 人数

初診時に死亡確認 34
入院３週間以上 92

入院だが重症に至らない 585
入院を必要としない 463

合計 1,174
※消防年報より

問
い
合
わ
せ

　

消
防
課
警
防
班

　

（
☎
72
‐
０
０
１
５
）

コミュニティバスに乗って
生活の足を守ろう！

　
町
で
は
、
年
々
救
急
件
数
が
増
加
し
て
お
り
、
平
成
24
年
中
の
救
急
出

動
件
数
は
１
，
３
５
２
件
、
搬
送
人
員
は
１
，
２
９
５
人
と
過
去
最
多
と

な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
民
の
23
人
に
１
人
が
救
急
隊
に
よ
り
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
！
　

この
よう
な症
状が

ある
場合
は…

迷わず、我慢せず

119番通報!!
小児（15歳未満）の症状《周りが気づく症状》
○�くちびるの色が紫色で、呼吸が弱い
○�頭を痛がって、けいれんがある
○�頭をぶつけて、意識がない・出血が止ま
らない・嘔吐がある
○�激しい咳や呼吸が苦しそう・顔色が悪い
○�激しいおなかの痛みを訴える・嘔吐が止
まらない
○�激しい下痢や嘔吐で水分が取れない
○�食欲がなく意識がはっきりしない
○�便に血がまじっている
○�手足が硬直している
○�全身にじんましんが出て、顔色が悪くな
った

大人の症状《自分で気づく症状》
○�顔半分が動きにくい、しびれる
○�片方の腕や足に力が入らない
○�ろれつがまわりにくい、うまく話せない
○�突然の激しい頭痛・高熱
○�胸や背中に突然の激痛・痛む場所が移動
する

○�急な息切れ、呼吸困難
○�胸の中央が締め付けられる・圧迫される
○持続する激しい腹痛
○突然の激しい腹痛・吐血や下血

119番通報!!

救
急
車
を
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健
康
自
立
度
調
査
と
は

　

運
動
や
心
身
の
機
能
低
下
の

サ
イ
ン
を
発
見
し
、
効
果
的
に

介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
に
生

か
す
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

調
査
で
身
体
機
能
低
下
の
サ

イ
ン
が
見
ら
れ
た
方(

二
次
予

防
事
業
対
象
者)

に
は
、
町
の

『
若
返
り
塾
』
を
ご
案
内
し
ま

し
た
。

若
返
り
塾

　

案
内
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方

に
参
加
い
た
だ
き
、
運
動
・
栄

養
管
理
・
認
知
症
予
防
な
ど
の

複
合
教
室
を
12
日
間
に
渡
り
実

施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
も
好
評
で
、

『
若
返
り
塾
』
終
了
後
も
、
希

望
者
は
介
護
予
防
活
動
グ
ル
ー

プ
な
ど
に
参
加
し
、
介
護
予

防
・
健
康
づ
く
り
を
継
続
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
は
、
山
西
・
川

匂
・
中
里
の
方
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

町
で
は
、
今
後
ま
す
ま
す
増

加
が
予
想
さ
れ
る
認
知
症
の
予

防
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
始
め
て
い
ま

す
。

　

近
年
、
認
知
機
能
を
把
握
す

る
た
め
の
『
フ
ァ
イ
ブ
・
コ
グ

検
査
』
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
フ
ァ
イ
ブ
・
コ
グ
検
査
』と
は

　

東
京
都
健
康
医
療
セ
ン
タ
ー

研
究
所
監
修
の
検
査
方
法
で
、

認
知
症
を
発
症
し
て
い
な
い
一

般
高
齢
者
を
対
象
に
実
施
し
、

軽
度
認
知
障
害
や
、
健
康
な
高

齢
者
の
認
知
機
能
の
変
化
も
敏

感
に
測
定
で
き
る
検
査
で
す
。

検
査
方
法

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
簡
単
な

ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
を
実
施
し
、

各
項
目
に
よ
り
次
の
機
能
を
評

価
し
ま
す
。
（
認
知
症
の
検
査

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

①
記
憶
力

②
注
意
力

③
言
語
力

④
視
空
間
認
知
力

⑤
思
考
力
・
手
先
の
運
動
機
能

　

こ
の
検
査
は
、
65
〜
84
歳
ま

で
の
高
齢
者
の
デ
ー
タ
に
基
づ

い
て
基
準
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、

該
当
す
る
年
齢
層
の
高
齢
者
に

対
し
て
正
確
な
評
価
が
で
き
ま

す
。

　

※�

検
査
は
、
平
成
25
年
６
月

以
降
に
随
時
開
催
す
る
予

定
で
す
。
広
報
に
の
み
や

お
知
ら
せ
版
な
ど
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

検
査
結
果

　

検
査
結
果
は
、
後
日
受
検
者

の
皆
さ
ん
へ
報
告
し
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
予
防
『
脳
い

き
い
き
講
座
』
を
ご
案
内
し
ま

す
の
で
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

講
座
内
容

　

旅
行
や
料
理
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
な
ど
、
高
齢
者
に
人
気
が
あ

る
テ
ー
マ
で
全
５
回
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
メ
ニ
ュ
ー
を
実
践
し
ま
す
。

　

自
分
が
好
き
な
こ
と
を
考
え

計
画
す
る
こ
と
は
、
脳
に
と
て

も
良
い
刺
激
と
な
り
ま
す
。

　

結
果
、
認
知
機
能
の
維
持
や

改
善
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、
今
年
度
に
町

で
養
成
し
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
（
支
援
者
）
の
も
と
、
６
〜

８
人
程
度
の
小
グ
ル
ー
プ
で
の

活
動
と
な
り
ま
す
。

　

認
知
症
は
、
早
期
診
断
・
早

期
治
療
が
と
て
も
重
要
で
す
。

　

自
覚
症
状
が
出
る
前
か
ら
検

査
を
受
け
、
早
期
発
見
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
意
識
し
て
脳
を
使
う

こ
と
で
、
認
知
症
を
予
防
し
た

り
、
発
症
を
遅
ら
せ
る
事
が
で

き
ま
す
。
楽
し
く
脳
を
使
っ
て

活
性
化
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

高
齢
障
が
い
課
高
齢
者
支
援
班

健康自立度調査結果概要
対象者数 3,078人
回収数 2,655人
回収率 86.3％

二次予防事業
対象者数 712人

二次予防事業
対象率 26.8％

若返り塾のようす

ファイブ・コグ検査のようす

　
平
成
23
年
度
よ
り
３
か
年
計
画
で
、
心
と
身
体
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
『
健
康
自
立
度
調
査
』
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
７
月
に
二
宮
・
富
士
見
が
丘
・
松
根
の
65
歳
以
上
で

介
護
保
険
認
定
さ
れ
て
な
い
方
を
対
象
に
実
施
し
、
多
く
の
方
か
ら

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

健
康
長
寿
の
町
を
目
指
し
て

脳
い
き
い
き
講
座

脳
の
健
康
度
テ
ス
ト

フ
ァ
イ
ブ
・
コ
グ
検
査

を
受
け
て
み
よ
う
！

健
康
長
寿
の
町
を
目
指
し
て
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連載
知
っ
得
！
メ
タ
防
通
信

　
７
月
か
ら
10
月
に
実
施
し
た

特
定
健
康
診
査
、
健
康
診
査
を

受
診
し
た
方
は
３
，
５
６
３
人

で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
受
診

率
が
増
加
し
ま
し
た
。

健
診
結
果
提
供
へ
の
お
礼

　

今
回
か
ら
の
試
み
と
し
て
、

個
人
や
職
場
で
実
施
し
た
健
診

結
果
の
提
供
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
、
現
在
30
名
の
方
か
ら
提

供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
受
診
率
向
上
、
健
康

管
理
の
一
助
と
し
て
継
続
し
て

い
き
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い

し
ま
す
。

生
活
習
慣
改
善
の
た
め
に

　

健
診
を
受
け
た
方
全
員
に
受

診
医
療
機
関
で
結
果
を
説
明
し
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
特
定
健
康
診
査
（
40

〜
74
歳
）
に
は
、
健
診
結
果
に

応
じ
た
保
健
指
導
が
あ
り
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
の
リ
ス
ク
が
出
て
き

た
、
メ
タ
ボ
の
リ
ス
ク
が
高
い

と
判
定
さ
れ
た
方
に
は
、
生
活

習
慣
を
改
善
す
る
た
め
の
個
別

支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
は
、
放
置
す
る

と
重
症
化
し
て
心
疾
患
や
脳
血

管
疾
患
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
毎
年
受
診
す
る
こ
と
で
早
期

発
見
・
早
期
治
療
が
で
き
ま
す
。

　
健
康
管
理
は
、
継
続
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
必
ず
毎
年
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

保
険
予
防
課
健
康
づ
く
り
班

　

（
☎
71
‐
７
１
０
０
）

特定健康診査・健康診査 受診状況
平成24年度

40〜74歳 75歳以上
対象者数 6,410人 3,722人
受診者数 2,260人 1,303人
受診率 35.3％ 35.0％
前年比率 1.7㌽増 5.1㌽増

〜
二
宮
町
文
化
団
体
連
盟
活
動
紹
介
〜

趣
味
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か

　
コ
ー
ル
プ
ラ
ン
タ
ン

　
燁
の
会

　
将
棋
ク
ラ
ブ

（
舞
踊
連
盟
）

活
動
日

　

毎
月
第
１
水
曜
日
13
時
〜
16
時

活
動
場
所

　

平
塚
ラ
ス
カ

会
費

　

３
，
５
０
０
円
／
月

　

古
典
・
新
舞
踊
を
楽
し
く
、

と
き
に
は
厳
し
く
お
稽
古
し
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

活
動
日

　

①
定
例
会

　
　
（
毎
週
土
曜
日
13
時
〜
17
時
）

　

②�

そ
の
他
各
大
会
や
指
導
な
ど

活
動
場
所

　

①
町
民
セ
ン
タ
ー

会
費

　

正
会
員
…
２
，
０
０
０
円
／
年

　
※
80
歳
以
上
、中
学
生
以
下
は
無
料

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
世

代
を
超
え
て
楽
し
め
る
『
ふ
れ

あ
い
の
場
』
な
ら
び
に
生
涯
学

習
と
し
て
将
棋
の
普
及
に
努
め

て
い
ま
す
。（
初
心
者
大
歓
迎
）

問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
班

　

（
☎
72
‐
６
９
１
２
）

（
合
唱
連
盟
）

活
動
日

　

毎
週
木
曜
日
10
時
〜
12
時

活
動
場
所

　
ラ
デ
ィ
ア
ン　
マ
ル
チ
ル
ー
ム
１

会
費

　

４
，
０
０
０
円
／
年

　

�

（
演
奏
会
積
立
金
別
途
１
，

０
０
０
円
／
月
）

　

年
２
回
の
合
唱
祭
に
向
け
、

熱
心
な
ご
指
導
の
も
と
明
る
く

楽
し
く
練
習
中
で
す
。

　

見
学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

温水プールで体力づくり！
お得な年間パスポートもご利用ください

平
成
24
年
度�

健
診
受
診
状
況

平
成
24
年
度�

健
診
受
診
状
況
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町
内
外
を
走
る
町
の
庁
用
車

を
使
っ
て
、
事
業
の
広
告
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

●
広
告
車
両
●

　

�

軽
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
・
普
通
バ

ン
タ
イ
プ
な
ど

●
広
告
規
格
●

　

縦
50
㎝
×
横
70
㎝
以
内

●
広
告
掲
載
期
間
●

　

３
か
月
〜
最
大
12
か
月

●
広
告
掲
載
方
法
●

　

�

広
告
を
表
示
し
た
マ
グ
ネ
ッ

ト
シ
ー
ト
に
よ
る
表
示

　

※�

表
示
す
る
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ

ー
ト
は
、
広
告
主
負
担
で

作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
広
告
掲
載
料
金
●

　

１
台
に
つ
き

　
　

１
か
月
３
，
０
０
０
円

　

※�

広
告
は
、
車
両
の
左
右
両

面
に
掲
載
し
ま
す
。

●
申
込
方
法
●

　

�

所
定
の
申
込
用
紙
に
広
告
案

を
添
え
て
公
共
施
設
課
へ
提

出
（
随
時
受
付
中
）

　

※�

広
告
内
容
や
デ
ザ
イ
ン
に

つ
い
て
、
町
や
県
の
審
査

が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
書
配
布
場
所
●

　

・
公
共
施
設
課
窓
口

　

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ

　

公
共
施
設
課
財
産
管
理
班

広告掲載イメージ

平成18年度
同期比較 −23.5%
売却価格…町の収入
今月 前月との比較

0�円 0�円
1,007,950�円 -407,640�円
11,430�円 3,460�円
87,149�円 -37,484�円
6,833�円 -657�円

1,113,362�円 -442,321�円

資源ごみの売却単価と処理費用　〜目指せ！可燃ごみ50％削減〜
1月分 前月との比較

量 処理費用 量 処理費用
毎日出るごみ
（可燃ごみ） 436,530�㎏ 15,647,283�円 -9,470�㎏ -859,107�円

資
源
ご
み

剪定枝等 12,005�㎏ 192,080�円 -38,935�㎏ -622,960�円
古紙・布類 128,360�㎏ 0�円 -50,060�㎏ 0�円
空きビン 20,910�㎏ 22,980�円 4,930�㎏ -1,620�円
金属類 16,350�㎏ 515,025�円 -7,640�㎏ -240,660�円

樹脂類①②③ 62,275�㎏ 3,604,796�円 8,675�㎏ 838,082�円
合　計 239,900�㎏ 4,334,881�円 -83,030�㎏ -27,158�円

庁
用
車
広
告
の
募
集

二宮町

《　車上ねらい・部品ねらいに注意!!　》

　車上ねらい・部品ねらいの多くは、自宅周辺の
駐車場で被害にあっています。
　長期間放置せず、時々確認してください。

《防犯のポイント》
○�短期間でも必ずキーを抜い
てドアロックをしましょう。
○�車内に貴重品を放置しない
ようにしましょう。
○�警報ブザーを活用しましょ
う。

問�大磯警察署（☎72－0110）

月間犯罪発生状況
種別 1月

空き巣 2

事務所・出店・学校荒し 1

車上ねらい 1

オートバイ盗 2

自転車盗など 7
部品ねらい 2
その他の窃盗 4

その他の刑犯法 1

合計 20件

みん
なで

　　つ
くろ
う

　　　
　安
心の
街みん

なで

　　つ
くろ
う

　　　
　安
心の
街 大磯警察署だより

町の人口（平成25年２月１日現在）
総　数　29,210人　（−54）
　男　　14,174人　（−16）
　女　　15,036人　（−38）
世帯数　11,473世帯（−17）

（　）内は前月比
※平成22年国勢調査確報値を基礎にしています。
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つばき

町の花
カンナ

町の鳥
ヤマガラ

　１月26日の防火デーに先駆け、大応
寺で寺宝の搬出訓練や、消防隊による
消火訓練を実施しました。
　また、隣接する梅花保育園も避難誘
導・消火訓練・通報訓練を行いました。

　良い天候の中、第67回市町村対抗『かながわ駅伝』
競走大会が開催され、二宮町を含め30の県内市町が参
加しました。
　健闘が功を奏し、町村の部６位入賞、全体で24位と
好成績を収めました。その中でも、第１区の小坂太我
選手（二宮中３年）が区間４位、第２区の田中健介選手

（中町）が区間９位と、若い選手の活躍が目立ちました。

中崎幹大さん(釜野)

第67回かながわ駅伝
町村の部順位

順位 町村名 総合タイム 前回順位
1 愛川町 2:51:46 3

2 箱根町 2:53:21 5

3 葉山町 2:53:31 2

4 開成町 2:54:44 6

5 中井町 2:57:12 8

6 二宮町 2:57:33 7

2月10日(日)

第59回文化財防火デ
ー

1月24日(木)

かなが
わ駅伝
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　吾妻山公園の早咲き菜の花を楽しむため
に、多くの観光客が訪れました。
　また、スタンプラリーや地場産品販売な
どのおもてなしイベントも大好評でした。

吾妻山菜の花ウォッチ
ング

1月12日(土)〜
2月11日(月)

約45,000株の菜の花が
多くの観光客をお迎えしました

よさこいパレードでは、20団体595名が
新春の梅沢旧東海道を華麗に舞い踊りました

徳富蘇峰記念館梅園の野点では
おいしい抹茶が振る舞われました

多くの方がふたみ記念館を訪れ、
二見利節の絵画を堪能しました

徳富蘇峰生誕150周年に
『くまモン』も駆け付けました

地場物産展も多くの方で賑わいました
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ご意見などは、企画財政課広報統計班までお寄せください。

二見利節画伯の作品紹介
「瀬戸内の家並」(1972年制作)

縦53㎝×横74㎝
技法：油彩、材質：キャンバス

　画肌は、岩のように感じ、力強いタッチで描かれてい
ます。
　しかし、画面全体は、軟らかな色彩で暖かな空気をか
んじさせる、日本的な絵です。（画家　森田はじめ）

問　二宮町ふたみ記念館（☎70－3210）

平成25年4月1日より
北口駅前の車両交通規制が変わります。

３月末で、駅北口駅前広場整備工事と町道27号線（二宮小学校南側道路）の拡幅工事が完了します。
それに伴い、北口駅前の車両交通規制が大きく変わりますのでご注意ください。

町道27号線の時間帯進入禁止が解除されます。
現在の時間帯進入禁止（平日7〜9時、12〜16時）が解除され、いつでも進入
できるようになります。また、Ｕターンするための転回場ができます。
※転回場は一方通行で、駐停車禁止です。

北口駅前広場へ一般車両が進入できなくなります。
北口駅前広場は、路線バス・タクシーを除き車両の進入ができなくなります。

変更点①

変更点②

停車帯で乗降
してください

注意!
!

　駅の西側と東側の道路に停車帯を設けていますので、そちらで乗
降してください。
　なお、停車帯は片側車線にのみあります。
　停車帯以外で駐停車すると、他の車両通行の妨げとなるのでご遠
慮ください。
※�障害者の方は、転回場内に乗降場がありますのでご利用ください。

二宮駅北口

バスのりば
１

障害者用
乗降場

バスのりば２

バスのりば３　　　　　　　　

バス降車
タクシー
降車

ＷＣ

バス待機

タクシープール

タクシー
乗車

バスのりば
１

障害者用
乗降場

バスのりば２

バスのりば３　　　　　　　　

バス降車
タクシー
降車

バス待機

タクシープール

タクシー
乗車

二宮駅北口

ＷＣ

進入禁止エリア

停車帯

停車帯
障害者用
乗降場

一般車用
転回場
一般車用
転回場

表紙オリーブ
植樹位置


